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Ⅰ 問題の所在
〇教員の資質・能力として自律的に学ぶ力，資質能力を生涯にわたって高め
ていく力，情報を適切に収集し，選択し，活用する能力や知識を有機的に結
びつけ構造化する力が必要（文部科学省，2015）

〇教師の仕事ほど複雑で知性的で芸術的で高度の創造性と専門性を求められ
る仕事はない（佐藤，2015）

〇プロフェッショナル（教員）は，専門的な知識・技能を有しているだけで
なく，それをクライアント（児童）の求めに応じて，クライアントにとって
意味あるものとして提示することができる（Donald A.Schön，2007）

〇教員は，「医者」「法律家」「研究者」とは異なり，その専門職性が明確
にはなっていないとしており，他の専門職にはない困難さを抱えている（久
富，2008）



Ⅰ 問題の所在

〇社会科を実践する教員（中学校）の資質・能力である社会科教師のカリ
キュラムデザイン力を規定するものとして，①教師をとりまく環境・文化，
②教師の教科観・教育観，③個人の職務経験や専門性（草原ら，2014）

〇中学校社会科教員を対象に教科観の形成には，①なってほしい市民像，②
こうあって欲しいという生徒像，③社会科授業独自の内容や方法の三点が必
要（岡島，2018）

〇高等学校公民科教員は，暗記科目としてではなく，政治経済を担う人間そ
のものを扱うといった教材観や育ってほしい生徒観，それらをふまえた授業
観を有している（村井，2014）

社会科教師に求められる「資質・能力」とは？



Ⅰ 問題の所在
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今津（2012）に基づき大西作成 

図 1 資質・能力の層構成 



Ⅱ 研究の目的

本研究では，「資質」にあたる社会科授業観を社会科教育実践に
欠かすことができないものであると仮定し、その社会科授業観を
獲得するまでに至る小学校教師の変容プロセスを質的研究法によ
り明らかにすることを目的とする。
これらを明らかにすることで、どのような手立てを打てば、小学
校教師の社会科授業実践に関する資質・能力を向上させることが
できるのかを考えるための示唆を得たい。



Ⅲ 研究の方法
研
究
対
象
者

対象者 性別 世代 教職歴（インタビュー時）

T1 男 30代 12年10か月

T2 女 30代 12年4か月

T3 男 30代 11年7か月

T4 男 30代 13年3か月

T5 女 40代 17年3か月

T6 男 40代 20年4か月

T7 男 30代 10年3か月

T8 男 40代 20年3か月

T9 男 40代 17年7か月

T10 男 40代 20年3か月

＊対象者は，目的的サンプリングによって選択した。目的的サンプリングでは，研究の目的を直接反映し，情報
量が豊かに得られるように選択基準を設定する（S.B.メリアム,2004）。本研究では、典型的サンプリングによ
り対象者を選定した。

＊対象者の数については、サトウ（2015）の1/4/9の法則による。それによれば、一人の話を聞いて分析すれば
深みがで、四人の話を分析すれば多様性が見え、九人の話を分析すれば経路の類型ができる（サトウ、2015）。



Ⅲ 研究の方法
本研究では、分析データを研究

対象者に対する半構造化インタ

ビューによって収集した。面接

によるインタビューは，2018年

8月から2019年11月にかけて実

施した。対象者には，インタビ

ュー開始時に，研究の目的，イ

ンタビューを録音すること，イ

ンタビューの内容を個人が特定

されない形にして学会で発表したり，論文として公開したりする可能性が

あることについて説明し，同意を得た。インタビューの際は，質問項目を

記したインタビュー・ガイドを参照しながら質問した。

1.教職歴と校務分掌について  

＊これまでの学校内での校務分掌を教えてください。  

＊教職に就いてから、もっとも力を入れてきた教科を教えてください。 

＊その教科に力を入れることになったのはなぜですか。 

2.社会科授業への関心 

＊社会科は子どものころから好きでしたか。嫌いでしたか。 

＊社会科授業の指導は他教科に比べて難しさを感じることはありますか。それはどのようなことですか。 

 ＊社会科授業にはどのようなイメージをもっていますか。 

 ＊社会科授業を実践するにあたって困っていることはなんですか。 

3.社会科授業の教科観や授業観  

＊社会科授業で重視すべき学習内容はどのようなことだと考えていますか。 

＊社会科授業の教材や指導方法に関する情報をどのように収集していますか。  

＊社会科授業を実践するにあたり、常に心掛けていることはどのようなことですか。 

＊社会科授業を実践するにあたり、子どもたちにどのような力を育みたいと考えていますか。 

 ＊これまでの社会科授業の実践例を教えてください。 

4.社会科授業の指導の手応えついて  

＊児童生徒を社会科の授業が好きにさせる自信がありますか。 

＊児童生徒の社会科の学力を高める自信がありますか。 

＊社会科授業の指導に自信を感じるのは、どのようなときですか。 

＊社会科授業の指導の自信が下がるのは、どのようなときですか。 

 



本研究では、小学校教師の社会科授業観の変容プロセスを明らかに

することが目的であることから、複線経路等至性アプローチ（以

下：TEA）による分析を行うこととした。

TEAとは、個人の人生経路を可視化する研究法や人間の様態をオー

プンシステムに基づき記述するための分析ツールであり（福田、

2015）、TEM（複線経路等至性モデル）・HIS（歴史的構造化ご

招待）・TLMG（発生の三層モデル）の三つの方法からなる文化心

理学の新しい方法論の体系を提唱するものである（サトウ、2015）。

Ⅲ 研究の方法

分析の方法



Ⅲ 研究の方法
表 2 TEM図の概念と本研究における主な意味 

概念 本研究における意味 

等至点（EFP） 社会科授業観の獲得と実践 

両極化した等至点（P-EFP） 社会科授業観の獲得できずと実践にも取り組まない 

分岐点（BFP） 
社会科授業に対する考え方に変化が起こるきっかけとな

った出来事 

必須通過点（OPP） 
等至点への経路において多くの小学校教師が経験する出

来事 

社会的助勢（SG） 等至点へと誘導する環境要因・文化的な力 

社会的方向付け（SD） 両極化した等至点へと誘導する環境要因・文化的な力 

束原（2019）に基づき大西作成 



Ⅳ TEM図による事例分析
 

 

BFP（分岐点）  

社会科授業を実践 

できない【1】 

 

社会科は苦手 

【1・2】 

高 
 
 

社
会
科
授
業
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
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低 

非可逆的時間 

被教育体験に基づ 

く社会科授業観 

BFP（分岐点）  

OPP（必須通過点）  

被教育体験に基づく 

社会科授業観の破壊 

EFP（等至点）  

社会科授業観の 

獲得と実践 

第 1 期：被教育体験による社会科観期 第 2 期：社会科観転換期 第 3 期：新たな社会科観形成期 

被教育体験に基づく社会 

科授業観を破棄しない 

社会科授業に 

チャレンジしない 

P-EFP（両極化した等至点） 

社会科授業観を獲得できず

実践にも取り組まない 

SD（方向づけ）被教育体験【1・2・3・4】 

 

SG（助勢）自分が良いと思っていた授業と異なる授業を参観【1】 

 

SG（助勢）アドバイスしてくれる先輩教師との出会い【1・2】 

 

SG（助勢）ミドルリーダーとしての意識【1・2】 

SD（方向づけ）社会科を指導してくれる先輩教師との出会いがなかなかない【1・3・4】 

 

SG（助勢）大学教員との共同研究・アクションリサーチ【1】 

継続的に社会科授業

の改善に積極的に関

与する。【1・３】  

 

SG（助勢）学級の子どもの成長【1・2・3】 

社会科は好き 

【3・4】 

新たな社会科授

業観との出会い 

【1・2・4】 

授業学級経営が

うまくいかない 

【3】 

社会科授業の改善

に積極的に関与し

ていない。【2・4】 

SG（助勢）大学院進学と研究の仲間との出会い【3・4】 

 

SD（方向づけ）出身地ではない地域での採用【2】 

 

社会科授業を試行錯誤しな

がら実践する。【1・2・3・4】  

SD（方向づけ）社会科以外の研究校への異動【1】 

 

SD（方向づけ）社会科授業を実践する機会がない【2・4】 

 



（１）第1期「被教育体験による社会科観期」

4名のうち、T1とT2は被教育体験期から社会科に苦手意識をもっ

ており、T3とT4は被教育体験期には社会科をどちらかといえば好き

な教科と答えている。しかし、その後の共通点は、教員になった当

初は、被教育体験に基づく授業を行っている。T1は「知識だけは定

着させよう」とする授業、T2は「初任者指導の先生に丸投げ」して

いる状態、T3は「教科書通りに教える授業」、T4は「テスト前にテ

ストを見ながら内容確認して指導」したり「指導書をみて最低限の

内容をおさえ」たりする授業を行っている。

Ⅴ 作成したTEM図を考察



（２）第2期「社会科観転換期」

4名ともOPP（必須通過点）として「被教育体験に基づく社会科授業観

の破壊」を経験している。このOPPに至る過程において、それぞれのBFP（分

岐点）を通過している。4人の小学校教師はそれぞれの経路をたどり、OPPへと

至っている。そのパターンは、以下の4点である。

①先輩教師との出会い

②研究会での授業実践の機会

③大学教員との出会い

④社会科を研究している仲間との出会い

このパターンから今回の研究対象者の共通点として、OPPである「被教育体験

に基づく社会科授業観の破壊」に到達するためには、外部からの何らかの刺激

が必要であることが分かる。それは、社会科授業を行う機会であり、人との出

会いである。

Ⅴ 作成したTEM図を考察



（３）第3期「新たな社会科観形成期」

T1は、先輩教師との出会いによりOPPに至り、校内研でそれまで取り組

んだことのない社会科の授業に挑戦している。

T2は、研究会に向けて教材研究の楽しさを知り、OPPに到達していた。

その後、中学校の社会科教師のアドバイスを受けつつ、子どもが楽しそう

に授業に参加し、考える姿に触れている。

T3は、OPPに到達するSGとなった大学教員との出会いにより、その大学

教員の下で社会科教育を研究するために大学院に現職派遣で進学している。

T4は、大学院で体育の研究を進めつつ、社会科教育のゼミに参加するこ

とによりOPPに至っている。その際に得た社会科教育を研究する仲間に

刺激を受け、現場に復帰後校内研究で社会科の授業に挑戦している。

Ⅴ 作成したTEM図を考察



Ⅴ 作成したTEM図を考察
（４）TMLG（発生の三層モデル）を用いて分析 

 

【信念】 ・新たな社会科授業を実践したい（T1・T2・T4） 

     ・自分なりの社会科授業を研究したい（T3） 

 

【記号】  

 

 

 

 

【行動】 ・校内研究や研究会での社会科授業の実践（T1・T2・T4） 

     ・大学院に進学し社会科研究に取り組む（T3） 

 

時任（2019）を参考に大西作成 

・先輩教師、管理職の支援 

・大学教員の支援 

・仲間からの刺激 

・職場が中心課題 

としている方針 

との立場の違い 

衝
突 



Ⅵ 成果と課題
（１）社会科授業実践を繰り返すことの重要性

本研究の成果は、社会科授業を実践するためには、資質としての社会科授業
観が重要であり、社会科授業観を獲得するためには、被教育体験に基づく社
会科授業観の破壊と、その後の自分なりの社会科授業実践が重要であること
が明らかになったことである。特に、試行錯誤しながら授業実践を繰り返す
ことが重要であることに関しては、今後、小学校教師が社会科授業に関する
資質・能力を向上させるために重要な指摘であろう。

この点から、教員養成段階での社会科授業観の獲得が困難であることが明ら
かであろう。学生に講義を通して被教育体験に基づく社会科授業観を破壊さ
せることは可能である。それは、本学で行った調査からも明らかである。



Ⅵ 成果と課題

（１）社会科授業実践を繰り返すことの重要性

しかし、学生時に被教育体験による社会科授業観を破壊できたとしても、そ
の後の実践が大学では困難である。社会科教育に関する研究に取り組んだり、
卒論を書いたりすることができれば、新たな社会科授業観の獲得に至る可能
性もあるかもしれない。また、教育実習において、メンターの教師が学生の
授業実践を自分なりに行うことを支援してもらえることにより、新たな社会
科授業観を獲得できるかもしれない。しかし、それも希望的観測である。一
定期間、自分なりに試行錯誤しながら社会科授業実践を行う機会がなければ、
新たな社会科授業観を獲得できる可能性が少ないことが本研究の成果からも
明らかである。
教員養成に携わる教員として、現職教師のみならず学生段階であってもどの
ように社会科授業観を獲得させていくのかを明らかにしていくことが今後の
課題である。



Ⅵ 成果と課題
（２）社会科授業へのコミットメント

また、本研究から明らかになったことは、社会科授業の改善には、社会科授
業へのコミットメント（積極的な関与）が重要であるということである。本
研究の研究対象者の4名は、いずれもOPPに至った後、様々な支援を受けつつ
も自分なりに社会科授業実践に取り組んでいる。つまり社会科授業にコミッ
トメントしているということになる。このコミットメントを引き出すのが被
教育体験による社会科授業観の破壊であろう。それまでに自分が自明のもの
としていた社会科授業と異なる社会科授業観に出会う必要があるということ
になる。

今後は、被教育体験による社会科授業観を破壊とともに、社会科授業へのコ
ミットメントを促す支援のあり方を明らかにしてくことが今後の課題である。
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